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手旨金とSteel　Square
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u，b，　c：　エヂプト．　d．　e．　f；　ローマ．
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土俗．

b

　第2圖　ゴシック時代・v
　　　　　建築家（・〔ilr．：長）

　Ede　Mon‘ereauり像
猷宙ξ築！τb」耳．のド小墨でキ度紙に設計

している．露、で＃い設聾圖，現寸園な

ミ“は板や直接に石にも’Sg　h’オt！二．

　幾何や圖計算は構築や機構の技術家にとつて大切なも

のであるが，まして現實に設計に基いて間違いなく工作

し粗立て，木の一片，鐵の一塊を建築や機械などに憂え

ることによつて人間の獲展K役立たせる生産の技衛的過

程においては重要かつ基本的な意味がある．その故にそ

れらに必要な道具である物指，定規，コンパスの三者は

幾何學とともにきわめて古い巌史をもつている．既にエ

ジプトの新王朝の時代（B．CI580～1150）　にL型や

ハ型の定規を見出すし，ローマの廼築家の肯像垂にもk

れらが添えら＃ている．さらに物指とコンパスはローマ

の左官が使用していたこと亀知られている．東洋では孟

子（BC，4世紀）の言行録に「聖人既に目刀を娼す．之

rcmeぐ＋cSt矩準羅を以つてす．以つて方員雫直を爲す」

とあV，規はコンパスで員帥ち圓形を描く蓮具，矩は直

角の定規で方形を描く道具である．漢の蓋象石（1世紀）

をみると，中國稗話の天地創造の圃に伏藪，女胴の男女

雨神が夫圓地方を表わすために，手に夫々．竪と矩帥ちコ

ンパスと直角の竃規を持つて）・る（第1圖）・一方中國の

尺度の攣麺についても局の時代即ち紀元前3世紀以前迄

遡ることができる．因みに周の1尺は今口の日本の尺度

で7，538寸と樵算されている．これら中國の謹具と技術

は認鳥奈良時代に日本にもi専えられた．

　幾何學はエヂプトに萌し，ギリシヤのピタゴラス（B．C．

6世紀）汲はアクロポリスの丘にそびえたパルテノンの

紳殿に審美的な構圃を捧げた．黄謎分割や二乗して始め

て整敷比を得るプロポーションは歴史上に稀な規矩をの

こLた．直角定規とコンパスによつて作圃さitL，或る意

妹では物指は使用されなかったともいえる．ついで；L　一

クリッドの幾何學原本〔B．C．300年）があらわさ参た

のはアレキサンドリア時代で，ローマ建築はこの幾何學

の一ヒに築かれたのである．ローマのV’イトルヴイウス

（B．C．1世紀）．が建築に柱の太さを軍位とするプロポー

．ション即ち比例並びに組似の原理を規矩としているとて

いるところをみるとローマ哨…代たは尺度がきわめて重要

な位置を占めていたことがわかり，一方半圓形アーチや

トンネル式のヴォールト，圓形ドpムの獲明者である口

一マ人は，立胆的なそれらの交叉において幾何岡を充分

知つていたと考えられる．

　ヨーロッパの石造構法はゴシッケ建嚢‘13～15世絶）

できわめて巧妙rl．つ精密となり，今口の投影養法の基礎

を開いた．そo幾何圖法をStereotornyと呼び石載術と

か規矩衛とか課されている．從つて中世．近世を通じて

製踊が構築現易での土要な某準を與えていたのでのつて

切石の各面の現寸大の木製の型枠力：隅面によつてつくら

れ，職人建の手によつて嗣しにあわせて石力：刻庄れた．

（第2圃〕，木造の骨組の揚合ほ部「オの長さと，各部村間の

角度等が問題であり，この場亀よ圖面によつて長さは物

指で部材の上に設けられ，角度はbevelで移された．投

影圖法の理論髄系はフランスの敬學者Gasp：rd　M．．nge

（1764－1818〕にょり樹立され饗闘に革命をもたらした，

そして今口に引きつがれ現代の技術における現寸圖とし

て存在している．しかも他方木造の尾根（石造，煉瓦造

の建築でも屋根は木造であつた）は切妻遊，寄棟造が一

般で，圧根の傾斜が一定ならば規矩は一定してくる理で

あるから，いちいち1闘面によらなくても，尺度其の他の

目盛ある帽金やSteel　Squareによつて，便利な規矩が

棟梁によつて工夫されていた．船は屋根を裏返したもの

と考えれば屋根の規矩が適用され得る理窟で，日本の船

大工もこうLた指金を使用した．この場合傾斜は勾配と

呼ばれ直角三角形のtangentで示される．この段階で規

矩術について比較してみると東西所を異にしているが，

その原理は一つであることがわかる．

　口本の大工が，常用している指金，或は米國のsteel

squareはL型の定規で，加えて各種の尺慶や数表が目

盛つてあるのが特徴となつている．その漸革は明らかで

ないが，上記の古代に既に使用されていた直角の定規に1
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、　第3圖　日本の屋根軒の規矩
①勾　　　配　‘／う　tanθ

②轄の勾配b／C　cotθ
③中勾の勾配d／b　sinθ

④延の勾配aXb　COSθ
　　　　　　　　　　c／’／’；2Tb・γ茗〃1γ2う・＋c2

　　　、・物指の尺度が後世さらに加えられたものに相違ない．し
　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

　　　　か亀目盛の各種とその用法が高度に獲達したのは座やギ

　・　　ルドを組織した中世め職人の親方の間からでた棟梁力｛與ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
　　　　つて力があ珍，以後近世技術に蓮らなる過程においてで

　　　　　　　　　　N　　　　あつ覧もちるん機械時代以前の手工業の技術に外なら

　　　　ない．　　　　　　　　　　　　、

　　　　　日本の大工の古くから使用してV〈る指金は鋼又は眞鱒

　　　　製で曲尺の目盛がもられ，物指と三角定規の役目も，計

　　　　算器の役目をもはたす大愛便利なもので，その用法は中

　　　　笹以來棟梁の経験によるものであつ孝力㍉江戸幕府の大

　　　　棟梁李内廷臣（1791・一一一1856）によつて理論的に髄系づけ

　　　　ら2vた．発臣は當時江戸の三大和算家の二人で矩衛要解

　　　　（1838），算法直術正解（1840），矩衛新書（1848），の著

　　　　書が傳えられて‘｝C，　b　，指金による乗除，開準，開立の方

　　　　法は矩術新書で説いている（第5圖）．規矩衛は和算にお

　　　　けるいわゆる勾窒玄の慮用であつて，ピタゴラスの定理

　　　　と直角三角形の相似の定理によつて基礎づけられている

　　　　ことはもちろ粒である・竜つとも日本へのピタゴラスの

　　‘　定理の輸入は秀吉の朝鮮の役以後で中國から傳えられ，

　　　　その謹明は延寳2年（ユ674），の和算書に見られる．勾彙

駆　玄の勾配のたて練は西欄學の三触に相當し詣金
　　　　にょる圖計算の根本で，爾者の封照と規矩法の磨用は別

　　　　表（藁3圖）の如くである．江戸時代の末期に大成され

　　　　駕鱒鎧による日本の規矩術は白木造とできるだけ釘を使

　　　　mしない構法にお・・て精緻をきわめ周時に眞贋罎揮し

　　　　得たものであつた．明治以降虹代敷學の導入によつて和

　　　　算は全く蓑滅したにも溢かわらず，大工の技術として今

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　es　5圖

axb＝％
6

⑤曇立の勾配〆！b　seqθ
⑥傘勾配c／2b　tanb！2
⑦隅　勾　配c／v万btanθ／VT2T

⑧隅中勾の勾配

　　　　tan伊／レノ2十tan｛θ

〆
℃

、 沸騨閣
319、

　　ノ第4圖’米國の勾配8／12の規矩（Townsend

　　　‘‘steel　square”による）　　　　　　　　　　　　　　x

　　a：Length　of　main　rafter　per　foot　run

　　b：　Length　of　hip　or　valley　per　foot　run　　　　　　f

　　c：Deffe】rence　in　l㎝gth　of　jaks　16　inches　centres

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　d：　Defference　in　length　Of’jaks　2　inches　centres

　　e・Side　cut　of　jacks囎e　the　marcks

　f：Side　cut　of　hip　or　valley　use　the　marcks

日なお算盤とならんで存在の意義を有していることは注

目すべきことがらである．

　そこで眼を韓じて日本についで木造建築の多いヵナダ

やアメリカの規矩術を尋ねてみると，そこに亀同じょう

な大工技衛を見出すことができ罫現に用いられている
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、steel　squareは1灰に2灰のL字形の直角定規で，吋

目盛の外に日本の裏目に相當する目盛は吋毎に敷表で表

わされている鮎が異つている．最も特徴とする乏こるは

吋の目盛毎の垂木，隅木，谷木に關する6通りの激表ヵ｛

用意されていることで，これ等を利用して不蓮縷的では、

あるが，1択に封する吋勾配毎の敷種の規矩を簡軍に見

出すことができ（第4圖）實用的にはこの程度でまず支　　・

障な》こと考えられる・さiらK材木の積量FBMを尉算で

きるように敷表も添えられてある．十進法でない駅吋に、

よる揚合は特にこのsteel　sqmreの便利さが想像される
　　　セ　　　　　　t－
　物指，定規，コンパスと幾何學の歴史は古い＿それら

“は抽象された幾多の原理の獲見をもたらすと同時にこれ

らと李行して指金やsteel　squareと規矩の科學的な技

衛を生みだした．これによつて一暦正確に工作が可能と

なり且つ職入の手間と時間の多くぶはぶかれた。機械時　　　・

代の今日こ紡の技齢一購耀物よう隅6れる
が，依然設計圖と現揚工作の間隣に横たわる問題であり

また作業能寧や螢働の生産性の立場からも充分とり上げ

らるべき問題である・むしる讐々と築き上げて率た東西

幾多の職人の経験を輕て洗練された科學的技術である駄

尊重さるべきであるう

江戸幕府大棟梁李内廷臣の指金算の原理

＼
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